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■ＣＳ化の取組について   校長 栗林 昭彦  

 先日、全家庭にリーフレット「小平一中は令和５年度
からコミュニティスクールになります」をお配りしまし
た。今年度は準備委員会が活動し、次年度からの本格
実施を計画しています。 先月２６日（この日は本校の
開校７５周年の記念日にあたります）に第１回の準備委
員会を開催し、いよいよ取組が始まりました。右表が
準備委員会の委員の皆さんです。基本的にはこの準
備委員会を次年度の学校運営協議会にスライドしてい
く予定です。 
ＣＳの成功の大きなポイントは協議会委員の人選に

あります。今回ご協力いただく委員の皆様は、いずれ
もより良い学校づくりに向けたポジティブな意欲をも
ち、さらにそれぞれの専門性や経験を活かしたアイデ
ィアを発信できる皆さんです。この間、一人一人の皆
さんと事前にじっくりお話をさせていただいたうえで依頼をさせていただきました。 
 卒業生の保護者、大学の先生、他市でＣＳにかかわった経験のある方、消防団の方、社会教育
の専門家、図書館の職員、ＩＣＴ教育の専門家、元中学校長、本校の現役の保護者、そして卒業生
である大学生等・・。委員の皆さんがそれぞれの経験や知恵を活かし、学校と力を合わせて進
める新たなコミュニティスクールづくりに向けての取組が始まります。 
 

具体的に、何がはじまるのか 

リーフレットにも書きましたが、一中のＣＳ化のポイントの一つに、「学校の当面する４つ課題の
解決に、学校運営協議会がかかわる」ということがありました。これは具体的にはどういうこ
となのでしょうか。 
たとえば、４つの課題の一つに「防災」があります。いつ起きても不思議はない様々な災害

に向けて、どうやって本校生徒の安全を確保していくか。避難所として機能しなければいけな
い学校はどうしていけばよいのか。学校の教育活動への影響を最小限にするにはどうすれば
いいのだろうか。問題は山積みです。 
さしあたり、現在「避難所運営計画」の策定を求められています。災害発生時に、避難所「小

平一中」を、どのように運営していくかという計画です。しかし、誰が避難してくるか、何人くら
い避難してくるのか、そもそもその運営スタッフはだれなのか・・・。そういったことを明確にしな
いまま「避難者が運営する」という計画を立てることは大きな危険をはらんでいます。 
そこで今回、運営協議会のメンバーに消防団で活躍している方に参加していただきました。

その方と打ち合わせをし、「避難者数の想定はどれくらいか」、「運営スタッフは最低何人くらい
必要か」、「どんな仕事を割り振るか」、さらに「どうやってスタッフの確保をするか」等について
考えます。打合わせには、他のメンバーもそれぞれの立場で意見を述べ、それらを集約し、実
際の計画につなげる。そんなことを考えています。さらに学校としても生徒の災害発生時の行
動や、スタッフとしての活動のノウハウも学び、地域住民としての主体的な関りについて学ん
でいく。そんな活動のイメージをもっています。 
まずは今年度、このような運営協議会の活動に向けた準備の取組を始めます。今後、進行の

状況を適宜お知らせしていこうと思っています。 

 

一中だより 
 

５月号 

令 和 ４ 年 ５ 月 ６ 日 

小平市立小平第一中学校 

一中 CS 化準備委員会委員の皆さん 
委 員 長  瀧野 早苗さん 
副委員長  和久井 茂文さん 
委  員  倉持 伸江さん 
委  員  季高 一成さん 
委  員  高木 香織さん 
委  員  田中 善将さん 
委  員  秋野 宏之さん 
委  員  橋本 杏奈さん 
委  員  杉山 健太さん 
委  員  伊佐 彩音さん  
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■マスクの着用について 

先月号でもお知らせしましたが、マスクの着用について市教委から再度の通知がありました。アレ

ルギーや心身の状況等の理由によりマスクを着用することができない生徒、マスク着用に不安や不調

等を感じる生徒に対し、差別や偏見が生じることがないよう、引き続き指導してまいります。また、

気温、湿度の上がってくるこの時期、健康被害を防ぐために、体育の授業、体育大会の練習等では、

マスクを外すよう指導する場合もあります。御理解くださいますようお願いいたします。 

 

■28 日(土) 体育大会を開催します 

 28 日土曜日に体育大会を開催します。感染症が収束したとは言えない状況のため、今

年度についても全校一斉の開催は見送り、学年ごとに２時間程度の時間をとって、順に開

催をします。保護者の参観は学年ごとの入れ替え制とし、場所を限定してご参観いただく

形を計画です。限定した形ですが、直接お子さんの活動の様子をご覧いただけます。学校

行事は生徒の成長の大きな機会です。一斉の実施ではありませんが、準備、練習、本番の

競技などの機会を、生徒の成長のステップにしていきたいと思います。 

■５月の主な予定  

日 曜  学校行事等 I 組 
給食 

1 2 3 Ｉ 

1 日        

2 月  専門委員会  〇 〇 〇 〇 

３ 火  憲法記念日      

４ 水  みどりの日      

５ 木  こどもの日      

６ 金    〇 〇 〇 〇 

７ 土        

８ 日        

9 月  生徒朝会  〇 〇 〇 〇 

10 火  内科検診 内科検診 〇 〇 〇 〇 

11 水 ※ 避難訓練  〇 〇 〇 〇 

12 木    〇 〇 〇 〇 

13 金    〇 〇 〇 〇 

14 土        

15 日        

16 月 ※ 

全校朝会 教育実習始 
体育大会練習始 
耳鼻科検診 尿検２次 
音楽鑑賞教室(2) 

 〇 〇 〇 〇 

17 火  内科検診  〇 〇 〇 〇 

18 水 ※   〇 〇 〇 〇 

19 木  都学力調査(3)  〇 〇 〇 〇 

20 金    〇 〇 〇 〇 

21 土        

22 日        

23 月    〇 〇 〇 〇 

24 火  体育大会予行  〇 〇 〇 〇 

25 水  体育大会予行  〇 〇 〇 〇 

26 木    〇 〇 〇 〇 

27 金  体育大会準備  〇 〇 〇 〇 

28 土  体育大会  × × × × 

２９ 日        

３０ 月  振替休業日      

31 火    〇 〇 〇 〇 

６
月
の
予
定 

1(水)体育大会予備日  3(金)教育実習終 

6(月)専門委員会 7(火)生徒朝会 内科検診 

8(水)小中連携の日  14(火)～16(木)期末考査 

16(木)選挙管理委員会 20(月)全校朝会 

22(水)職員会議   

24(金)校外学習(2) 多摩特研球技大会（I 組） 

27(月)避難訓練  30(木)校外学習 

※印は放課後学習教室の開催予定日です。 


